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第４回

ハンセン病を正しく
理解するために

第１回

愛知県人権尊重の
社会づくり条例

～ご来場の際は、公共交通機関をご利用ください～
●地下鉄名城線｢名古屋城｣駅2番出口より東へ約300m
＜名古屋駅から＞
①地下鉄東山線(藤が丘行)乗車、｢栄｣乗り換え
②地下鉄桜通線(徳重行)乗車、｢久屋大通｣乗り換え
→地下鉄名城線(右回り、名古屋城･大曽根方面)乗車
｢名古屋城｣駅下車

●名鉄瀬戸線｢東大手｣駅南へ約300m
●基幹バス｢市役所｣停留所下車東へ約400m

期 間 2025年６月16日（月）から７月９日（水）まで

平日の午前９時から午後５時１５分まで（最終日は午後４時まで）

会 場 あいち人権センター（愛知県東大手庁舎３階）

内 容 条例啓発パネル、県民意識調査結果パネルの展示、

2022年度条例啓発イベントの上映

入場料 無料

日 時 2025年７月15日（火）から７月25日（金）まで

平日の午前９時から午後５時１５分まで（最終日は午後４時まで）

会 場 あいち人権センター（愛知県東大手庁舎３階）

内 容 原爆被害に関するパネル展示

入場料 無料

日 時 2025年７月22日（火）から７月2５日（金）まで

平日の午前９時から午後５時１５分まで（最終日は午後４時まで）

会 場 あいち人権センター（愛知県東大手庁舎３階）

内 容 肝臓週間ポスターの展示

入場料 無料

日 時 2025年８月１日（金）から９月１日（月）まで

平日の午前９時から午後５時１５分まで（最終日は午後４時まで）

会 場 あいち人権センター（愛知県東大手庁舎３階）

内 容 ハンセン病に関するパネル等の展示、啓発DVDの上映

入場料 無料

日 時 2025年８月28日（木）

午後２時から午後４時まで（受付は午後１時30分から）

会 場 ウインクあいち 11階 中会議室1101

内 容 講演「かけはし ～ハンセン病回復者との出会いから～」

講師 小川 秀幸氏

（三重テレビ放送 編成局長）

参加方法 参加無料、事前申込み制先着順（定員50名）

※講演会の詳細については裏面をご覧ください。

＜問合せ先＞ 愛知県県民文化局人権推進課 電話 052-954-6749

企画展の内容は
変更となる場合
がございます。
開催状況につい
ては、人権推進
課Webサイトに
てご確認くださ
い。
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おがわ ひでゆき



あいち人権センター企画展 講演会

ハンセン病を正しく理解するために

2025年８月28日（木）
14:00～16:00（受付開始 13：30～）
場所：ウインクあいち 11階 中会議室1101

～プログラム～
DVD上映（約30分）
「今、伝えたいこと
～愛知県出身ハンセン病療養所入所者の証言記録～」

講演（約60分）
「かけはし ～ハンセン病回復者との出会いから～」

参加
無料
(定員50名)

参加申込方法のご案内
・本ちらし下部の参加申込書又はメール本文に①氏名、②連絡先（電話番号・メール
アドレス）、③団体名（任意）を明記し、FAXまたはメールにより、愛知県県民文化
局人権推進課あてお申込みください。

・申込みは先着順とし、定員を超える申込みがあった場合のみご連絡いたします。
（申込み受付完了の連絡はいたしません）

・講演会当日は、受付にて、お名前の確認をいたします。
・お送りいただいた個人情報は、本講演会以外では使用しません。
申込期限
2025年８月20日（水）
申込先
愛知県県民文化局人権推進課 メール：jinken@pref.aichi.lg.jp FAX：052-973-3582

あいち人権センター企画展講演会 参加申込書

愛知県県民文化局人権推進課 宛
下記のとおり、あいち人権センター企画展講演会に参加申込をします。

記

お名前： 団体名（任意）：

電話番号： メールアドレス：

講師プロフィール

小川 秀幸氏（三重テレビ放送 編成局長）
2001年のらい予防法違憲国家賠償請求訴訟の判決を機にハンセン病問題の取
材をはじめ、元三重県職員とハンセン病回復者の絆、入所者の里帰り、ハン
セン病と戦争などをテーマに１２本のドキュメンタリーを制作。
一連の取材で第５２回ギャラクシー賞報道活動部門優秀賞、2025年度日本記
者クラブ賞特別賞など受賞。（いずれも三重テレビ放送として）
著書に「虹のむこうには」（晧星社）、「かけはし」（近代文芸社）など。

おがわ ひでゆき

ハンセン病患者への人々の無知による偏見と差別を二度と繰り返
さないようハンセン病療養所入所者の証言をお伝えします。

全国のハンセン病療養所入所者の平均年齢は90歳に迫り、入所者は大きく減少。隔離政策の違法性を問う
た裁判で元患者や家族が勝訴し、補償や支援が進められていますが、まだまだハンセン病に対する偏見と
差別はなくなってはいません。また新型コロナウイルス禍でも、感染症への差別が露呈しました。三重を
含む東海地方出身の元患者を長年取材してきた経験から、彼らの体験や思い、願いを伝えるとともに、今
を生きる私たちが何をすべきかを考えます。
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（JR・地下鉄・名鉄・近鉄）名古屋駅より
●JR名古屋駅桜通口から 徒歩５分
●ユニモール地下街５番出口から 徒歩２分
●名駅地下街サンロードから 徒歩８分
●JR新幹線口から 徒歩９分

ご来場の際は、公共交通機関
をご利用ください
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